
 

富
士
山
を
背
景
に
、美
し
い
田
園
風
景
が
広
が
る
田
富

地
区
。そ
の
真
ん
中
に
位
置
す
る「
た
・
か
ら
」に
は
、生

産
者
が
畑
か
ら
直
接
運
ん
で
く
る
、採
り
た
て
、も
ぎ
た

て
、掘
り
た
て
の
野
菜
や
果
物
が
、彩
り
豊
か
に
並
ん
で

い
ま
す
。

　ブ
ロ
グ「
農
産
物
直
売
所 

た
・
か
ら
日
記
」で
は
生
産
者

で
あ
る
組
合
員
を
ご
紹
介
。作
り
手
の
顔
が
わ
か
る
安

心
・
安
全
な
野
菜
と
し
て
も
人
気
を
呼
ん
で
い
ま
す
。

　毎
月
第
4
水
曜
日
を「
た
・
か
ら
の
日
」、開
業
日
で
あ

る
5
月
23
日
を「
創
業
祭
」と
し
て
楽
し
い
イ
ベ
ン
ト
を

開
催
し
て
い
ま
す
。ま
た
、平
成
27
年
12
月
に
は
来
場
者

が
1
5
0
万
人
を
突
破
し
ま
し
た
。

　朝
採
り
野
菜
を
は
じ
め
、中
央
市
が
誇
る
特
産
品
が
ず

ら
り
と
並
ぶ
農
産
物
直
売
所
。新
た
な
特
産
品
の
開
発

や
、農
産
物
の
加
工
・
販
売
を
生
産
者
自
ら
手
掛
け
る「
6

次
産
業
化
」に
も
取
り
組
ん
で
お
り
、珍
し
い
野
菜
や
加

工
品
に
も
出
会
え
ま
す
。豊
富
地
区
で
飼
育
さ
れ
た
高
品

質
な
豚
肉
を
、ハ
ム
や
ソ
ー
セ
ー
ジ
に
加
工
し
て
販
売
す

る「
与
一
味
工
房
」、新
鮮
な
地
元
産
野
菜
や
ブ
ラ
ン
ド
豚

甲
州
富
士
桜
ポ
ー
ク
を
ふ
ん
だ
ん
に
使
っ
た
メ
ニ
ュ
ー
や

「
青
春
の
ト
マ
ト
焼
そ
ば
」が
味
わ
え
る
レ
ス
ト
ラ
ン
な

ど
、併
設
の
施
設
も
充
実
。収
穫
体

験
も
楽
し
め
る「
ス
イ
ー
ト
コ
ー
ン

収
穫
祭
」を
は
じ
め
、年
間
を
通
し

て
開
催
さ
れ
る
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ

ン
ト
に
も
、多
く
の
観
光
客
が
訪
れ

て
い
ま
す
。

　日
帰
り
入
浴
も
で
き
る
全
国

有
数
の
高
ア
ル
カ
リ
温
泉
と
、陶

芸
、つ
む
ぎ
織
り
、繭
工
芸
が
楽
し

め
る
体
験
工
房
、そ
し
て
、甲
州
富
士
桜
ポ
ー
ク
を

は
じ
め
、新
鮮
な
地
元
食
材
が
存
分
に
味
わ
え
る

レ
ス
ト
ラ
ン
を
携
え
た
宿
泊
施
設
。近
く
に
は
、甲

斐
源
氏
の
武
将
浅
利
与
一
の
名
を
冠
し
た「
与
一
弓

道
場
」が
あ
り
、例
年
10
月
に
は
弓
道
大
会
が
開
催

さ
れ
ま
す
。

　一
方
隣
に
あ
る
の
は
、民
具
や
農
具
を
中
心
に

7
5
0
0
点
以
上
の
収
蔵
資
料
を
持
つ「
豊
富
郷
土

資
料
館
」。こ
の
地
域
の
昔
の
暮
ら
し
や
、養
蚕
の
歴

史
を
今
に
伝
え
る
貴
重
な
品
々
が
展
示
さ
れ
て
い
る

ほ
か
、春
か
ら
秋
に
か
け
て
は
蚕
も
飼
っ
て
い
ま
す
。

　か
つ
て
豊
富
地
区

（
旧
豊
富
村
）は
、見

渡
す
限
り
桑
畑
が
広
が
り
住
民
の
大
部
分
が

養
蚕
業
に
従
事
す
る
、全
国
屈
指
の
養
蚕
地
帯

で
し
た
。最
盛
期
の
1
9
7
0
年
頃
に
は
、約

7
0
0
軒
の
養
蚕
農
家
が
生
糸
の
原
料
と
な
る

繭
を
生
産
・
出
荷
し
て
い
た
と
い
い
ま
す
。80
年

代
に
入
り
、低
価
格
の
輸
入
品
の
普
及
や
農
家

の
高
齢
化
に
よ
っ
て
衰
退
し
て
し
ま
い
ま
し
た

が
、豊
富
郷
土
資
料
館
で
、蚕
と
と
も
に
生
き
た

農
家
の
歴
史
に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

日
本
有
数
の
繭
の
生
産
地
だ
っ
た

歴
史
を
今
に
伝
え
る

シ
ル
ク
ふ
れ
ん
ど
り
ぃ

道
の
駅
と
よ
と
み

四
季
新
鮮
収
穫
広
場

「
た
・
か
ら
」農
産
物
直
売
所

養
蚕
の
歴
史

直
売
所
甲
子
園
2
0
0
9
　

初
代
グ
ラ
ン
ド
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン

農
薬
を
ほ
と
ん
ど
使
わ
な
い

ロ
ッ
ク
ウ
ー
ル
栽
培
の
ト
マ
ト
が
人
気
！

シルクふれんどりぃの高アルカリ性硫酸温泉豊富郷土資料館

上：道の駅とよとみ外観　下：スイートコ―ン収穫祭

たかあさり　よいち

農産物直売所

上：「た・から」外観　下：新鮮な野菜が並ぶ直売所

施

設

紹

介

日本の真ん中、人が真ん中！中央市

実り豊かな生活文化都市を目指して

活力と交流の
拠点づくり

やすらぎの
拠点づくり

暮らしの
拠点づくり

自治力の
拠点づくり

中央市が掲げる将来像―。
それはすべての市民が豊かで快適な生活を送ることができる「実り豊かな生活文化都市」です。

その将来像を現実のものにするため、

「自立した活力ある市の創造」「自治力の確かな市の創造」
「文化度の高い市の創造」「やすらぎとふれあいのある市の創造」の

４つを基本理念に据えています。
　さらに将来像と基本理念を達成するための基本政策として、

「自治力の拠点づくり」「暮らしの拠点づくり」「やすらぎの拠点づくり」「活力と交流の拠点づくり」を進めています。

浅利与一

中央市のキャラクター紹介

鎌倉時代に豊富地区を領有して
いた甲斐源氏の武将 浅利与一
義成公。壇ノ浦の戦いでも活躍し
た弓の名手で、「三与一」の一人
と称されています。

とまチュウ
市内のとある農園で生まれたトマ
トの妖精。中央市や特産品のＰＲ
に奔走する、中央市商工会青年
部所属の女の子です。

お高やん
明治初期、田富地区で生まれた
美声の持ち主。釜無川築堤工事
の際、美しい歌声で『粘土節』の
音頭をとり、村人を勇気づけて、
難工事を完成させました。
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ロ
ビ
ー
に
、ベ
ビ
ー
ベ
ッ
ド
や
ソ
フ
ァ
、多
言

語
に
よ
る
わ
か
り
や
す
い
案
内
板
、ポ
ル
ト
ガ

ル
語
や
手
話
の
通
訳
者
を
配
す
な
ど
、す
べ
て

の
方
が
利
用
し
や
す
い
よ
う
窓
口
サ
ー
ビ
ス
の

充
実
を
す
す
め
て
い
ま
す
。平
成
28
年
4
月
に

は
、住
民
票
や
戸
籍
証
明
書
の
コ
ン
ビ
ニ
交
付

も
始
ま
り
ま
す
。

　
企
業
誘
致
に
成
功
す
る
一
方
、コ
ン
ビ
ニ
収

納
を
実
施
す
る
な
ど
、収
納
の
利
便
性
を
高
め

る
こ
と
で
税
金
の
徴
収
率
も
ア
ッ
プ
し
て
お

り
、財
政
状
況
は
安
定
し
て
い
ま
す
。今
後
も
引

き
続
き
行
財
政
改
革
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、

職
員
研
修
や
人
事
交
流
を
通
し
て
、職
員
の
能

力
、資
質
の
向
上
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

中央市役所田富庁舎

効率的で温かみのある
市役所の創造 自治力の

拠点づくり

　
市
で
は
市
民
生
活
に
広
く
影
響
を
及
ぼ
す

計
画
や
条
例
、さ
ま
ざ
ま
な
施
策
を
決
め
る
際

に「
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
コ
メ
ン
ト
制
度
」を
導
入
し

て
お
り
、市
長
と
直
接
話
が
で
き
る「
市
民
と

市
長
の
対
話
室
」や「
タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
」、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
意
見
を
送
付
で
き
る「
市

長
へ
の
手
紙
」な
ど
を
通
し
て
広
く
市
民
の
皆

様
の
意
見
や
提
案
を
お
聞
き
し
、積
極
的
に
市

政
に
反
映
し
て
い
ま
す
。ま
た
、未
来
を
担
う
子

ど
も
達
と
市
長
が
直
接
意
見
交
換
す
る「
小
中

学
生
と
市
長
の
対
話
室
」は
10
年
目
を
迎
え
、

夏
休
み
の
恒
例
行
事
と
な
り
ま
し
た
。

住民参加のまちづくり 自治力の
拠点づくり

玉穂庁舎
ポルトガル語の
通訳

やまなしのへそブログ

タウンミーティング

小中学生と市長の対話室

玉穂庁舎手話の通訳

市民の皆様にとって、頼りになる身近な存在であり続けるため、
行政運営のさらなる効率化、財政運営の健全化、職員の資質向上、

誰もが利用しやすい環境の整備に取り組んでいます。

さまざまな媒体を活用した双方向での情報共有化を推進し、
市政運営に市民の皆様の声を積極的に反映するとともに、
民間企業やＮＰＯ、自治会等との協働もすすめています。

　
現
在
、市
で
は
、田
富
庁
舎
の

増
改
築
を
含
む
庁
舎
整
備
を
す

す
め
て
い
ま
す
。誕
生
か
ら
10

年
、既
存
庁
舎
を
活
用
し
た
3

庁
舎
体
制
で
運
営
し
て
き
ま
し

た
が
、今
後
は「
効
率
的
で
温
か

い
こ
れ
か
ら
の
行
政
サ
ー
ビ
ス

の
協
働
拠
点
」を
コ
ン
セ
プ
ト

に
、田
富
庁
舎
を
本
庁
舎
と
す

る
１
本
庁
舎
２
支
所
体
制
の
構

築
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

中央市のホームページ

　
一
方
、民
間
企
業
や
N
P
O
法
人
と
の
協
働

が
す
す
む
公
共
施
設
の
管
理
運
営
に
つ
い
て

も
、利
用
状
況
や
市
民
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
運

営
体
制
の
見
直
し
を
適
宜
行
う
な
ど
、よ
り
多

く
の
方
に
活
用
さ
れ
る
公
共
施
設
づ
く
り
を

す
す
め
て
い
ま
す
。

　
今
後
も
、市
民
の
皆
様
が
自
治
意
識
を
持

ち
、
主
体
的
に
自
治
活
動
が
行
え
る
よ
う
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
を
活
用
し
た
双
方
向
で
の
情

報
共
有
化
に
努
め
る
と
と
も
に
、自
治
会
な
ど

自
治
組
織
の
活
性
化
に
向
け
た
支
援
も
引
き

続
き
行
っ
て
い
き
ま
す
。

広報

広
聴 ホームページから送付できる

「市長への手紙」
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広報

広
聴 ホームページから送付できる

「市長への手紙」
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　市
内
に
あ
る
2
つ
の
Ｊ
Ｒ
駅
周
辺
の
整
備

と
、市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス（
と
ま
チ
ュ
ウ
バ
ス
）

の
運
行
に
よ
り
、交
通
網
の
利
便
性
の
向
上
に

も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。す
で
に
市
民
の
足
と

し
て
親
し
ま
れ
て
い
る
”と
ま
チ
ュ
ウ
バ
ス
“で

は
、定
期
的
に
バ
ス
ツ
ア
ー
を
実
施
す
る
な
ど
、

さ
ら
な
る
利
用
促
進
を
目
指
し
て
の
取
り
組

み
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　2
0
2
7
年
の
開
業
を
目
指
し
、リ
ニ
ア
中

央
新
幹
線
の
建
設
事
業
が
す
す
ん
で
い
ま
す
。

本
市
隣
接
地
に
リ
ニ
ア
新
駅
が
設
置
さ
れ
る

こ
と
が
決
ま
り
、期
待
と
と
も
に
、新
た
な
課

題
も
生
ま
れ
て
い
ま
す
。市
で
は
、さ
ま
ざ
ま
な

可
能
性
を
見
据
え
、市
民
の
皆
様
の
声
も
取
り

入
れ
な
が
ら
、Ｊ
Ｒ
駅
と
の
交
通
連
携
の
強
化

こころ豊かな暮らしへの
舞台づくり 暮らしの

拠点づくり

　中
央
市
の
外
国
籍
住
民
の
登
録
者
数
は
、平

成
28
年
1
月
現
在
で
1
3
5
6
名
。ブ
ラ
ジ
ル

を
は
じ
め
、ベ
ト
ナ
ム
、フ
ィ
リ
ピ
ン
、中
国
な

ど
、さ
ま
ざ
ま
な
国
籍
を
持
つ
人
々
が
家
族
で

生
活
し
て
お
り
、市
内
の
小
中
学
校
や
保
育
園

に
外
国
籍
児
童
が
多
く
在
籍
し
て
い
る
な
ど
、

多
様
な
文
化
が
日
常
生
活
の
な
か
に
溶
け
込

ん
で
い
ま
す
。

　市
で
は
、国
際
交
流
協
会
や
N
P
O
法
人
な

ど
と
連
携
し
、行
政
情
報
や
災
害
時
の
情
報
伝

達
手
段
の
多
言
語
化
を
行
う
と
と
も
に
、学
習

支
援
教
室
や
日
本
語
教
室
、外
国
人
法
律
相
談

所
を
開
設
す
る
な
ど
、円
滑
な
市
民
生
活
を
支

援
し
て
い
ま
す
。ま
た
、在
住
外
国
人
と
の
交

流
会「
フ
レ
ン
ド
シ
ッ
プ
ち
ゅ
う
お
う
」や
山
梨

大
学
の
留
学
生
と
の「
た
べ
も
の
異
文
化
交
流

会
」と
い
っ
た
、外
国
籍
住
民
が
多
い
地
域
特
性

を
活
か
し
た
身
近
な
国
際
交
流
の
機
会
を
設

け
る
な
ど
、相
互
の
理
解
と
共
生
に
よ
る
ま
ち

づ
く
り
を
す
す
め
て
い
ま
す
。

 

一
方
、未
来
を
担
う
中
学
生
に
は
、海
外
語
学

研
修
と
し
て
、オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
の
ホ
ー
ム

ス
テ
イ
と
フ
ァ
ー
ム
ス
テ
イ
を
実
施
。国
際
感

覚
豊
か
な
人
材

の
育
成
に
も
努

め
て
い
ま
す
。

多様な文化とのふれあい 自治力の
拠点づくり

中学生海外語学研修 中学生海外語学研修でケアンズ市役所（オーストラリア）を表敬訪問

新山梨環状道路により利便性が向上

通勤通学に利用される東花輪駅

市民の足、とまチュウバス

久保団地

ポルトガル語版情報誌
「MANAKA」

日本語教室 外国籍の住民との交流会「フレンドシップちゅうおう」

外国籍住民の多い地域特性を活かし国際交流を推進。
多様な文化の理解と共生をすすめる一方、海外での語学研修を実施するなど、

国際感覚豊かな人材の育成にも取り組んでいます。

自然景観や田園風景と、都市的景観の融合する中央市らしい景観を守りつつ、
インフラを整備して、さらに住みやすい住環境づくりに取り組んでいます。

や
公
共
バ
ス
と
の
連
携
、公
共
施
設
、ア
ク
セ

ス
道
路
の
整
備
と
い
っ
た
開
発
計
画
に
取
り
組

ん
で
い
き
ま
す
。

　市
内
の
Ｊ
Ｒ
身
延
線「
東
花
輪
駅
」と「
小
井
川

駅
」は
、多
く
の
市
民
の
通
勤
通
学
に
利
用
さ
れ
て

い
ま
す
。市
で
は
、駐
輪
場
の
整
備
や
送
迎
車
専
用

レ
ー
ン
に
よ
る
ロ
ー
タ
リ
ー
化
な
ど
、駅
周
辺
を

整
備
し
、利
用
者
の
利
便
性
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　都
市
計
画
に
基
づ
き
生
活
道
路
の
整
備
を

行
う
と
と
も
に
、橋
梁
、歩
道
に
つ
い
て
も
、必

要
に
応
じ
て
補
強
や
保
全
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、現
在
2
6
9
戸
あ
る
市
営
住
宅
に
つ
い

て
は
、老
朽
化
に
伴
う
建
て
替
え
や
改
築
を
順

次
施
し
、安
全
で
快
適
な
住
空
間
を
提
供
し
て

い
ま
す
。

小井川駅の通学風景
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取
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取
り
組

み
も
行
っ
て
い
ま
す
。
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快適で環境に配慮した
社会の実現 暮らしの

拠点づくり

安全・安心の地域づくり 暮らしの
拠点づくり

　
環
境
負
荷
の
少
な
い
循
環
型
社
会
の
実
現

に
向
け
、市
内
自
治
会
と
の
連
携
の
も
と
、ご

み
の
分
別
回
収
と
３
Ｒ
運
動
を
積
極
的
に
推

進
し
て
い
ま
す
。定
期
的
な
回
収
に
加
え
、24

時
間
受
付
可
能
な
リ
サ
イ
ク
ル
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
と
、携
帯
電
話
や
パ
ソ
コ
ン
と
い
っ
た
使
用

済
み
小
型
家
電
の
回
収
Ｂ
Ｏ
Ｘ
を
、市
役
所
の

各
庁
舎
に
設
置
し
て
い
ま
す
。ま
た
、す
で
に

公
共
施
設
へ
の
導
入
が
す
す
ん
で
い
る
太
陽

光
発
電
に
つ
い
て
は
、補
助
金
を
支
給
す
る
な

ど
個
人
住
宅
へ
の
普
及
を
促
進
し
て
い
ま
す
。

　
一
方
、生
ご
み
の
分
別
回
収
と
ご
み
の
減
量

化
に
も
取
り
組
ん
で
お
り
、生
ご
み
処
理
機
器

な
ど
の
購
入
に
際
し
補
助
金
を
助
成
し
て
い

ま
す
。市
内
豊
富
地
区
に
あ
る「
豊
富
ク
リ
ー

ン
セ
ン
タ
ー
」で
は
、生
活
排
水
か
ら
出
る
汚

泥
と
生
ご
み
か
ら
堆
肥
を
生
成
し
、「
と
よ
と

み
ク
リ
ー
ン
」の
名
で
市
内
各
所
で
販
売
し
て

い
ま
す
。

　
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
、ラ
イ

フ
ラ
イ
ン
の
耐
震
化
や
防
災
無
線
の
デ
ジ
タ
ル

化
な
ど
の
イ
ン
フ
ラ
整
備
を
す
す
め
る
と
と

も
に
、「
防
災
講
習
会
」や「
地
域
防
災
リ
ー
ダ
ー

養
成
講
座
」を
開
催
す
る
な
ど
地
域
を
核
と
し

た
防
災
体
制
の
確
立
に
も
努
め
て
い
ま
す
。ま

た
、市
医
師
会
と
は
災
害
時
の
医
療
救
護
所
の

設
置
を
締
結
し
て
お
り
、発
災
時
に
迅
速
な
救

命
活
動
を
行
う
た
め
の
体
制
を
整
え
て
い
ま

す
。一
方
、外
国
籍
住
民
や
要
介
護
者
、高
齢
者

な
ど
、自
力
で
避
難
す
る
こ
と
が
難
し
い
と
思

わ
れ
る
要
配
慮
者
に
つ
い
て
も
、自
治
会
、民
生

委
員
、消
防
団
と
の
連
携
の
も
と「
中
央
市
災

害
時
要
援
護
者
台
帳
」を
構
築
し
、万
が
一
の
事

態
に
備
え
て
い
き
ま
す
。

防災リーダー養成講座

とよとみクリーンセンター外観 便利な24時間リサイクル集積所

田富第一保育園に設置された太陽光パネル

庁舎に設置されている使用済み小型家電回収ボックス

３Ｒ運動や新エネルギーの活用を積極的に推進。
豊富地区では、生活排水や生ごみを衛生堆肥に加工して販売するなど、

循環型社会の実現に向けた取り組みがすすんでいます。

「自分たちのまちは自分たちで守る」を合言葉に、地域力を高め、
災害や犯罪に強い、安全安心な地域づくりをすすめています。

衛生堆肥「とよとみクリーン」

　
交
通
安
全
と
防
犯
対
策
に
つ
い
て
は
、駐
在

所
を「
地
域
安
全
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
」と
し
、地
域

防
犯
活
動
の
拠
点
と
し
て
活
用
し
て
い
き
ま

す
。ま
た
、小
学
生
の
下
校
時
間
に
合
わ
せ
た

「
青
色
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
」の
実
施
、地
域
の
子

ど
も
達
を
守
る「
子
ど
も
守
り
隊
」の
活
躍
な

ど
、市
民
相
互
の
連
携
に
よ
る
安
全
安
心
な
地

域
づ
く
り
が
す
す
ん
で
い
ま
す
。

交通安全街頭指導

地域と連携して実施される防災訓練 地域の安全を守る消防団

地域ボランティア「子ども守り隊」
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て
い
き
ま
す
。

防災リーダー養成講座

とよとみクリーンセンター外観 便利な24時間リサイクル集積所

田富第一保育園に設置された太陽光パネル

庁舎に設置されている使用済み小型家電回収ボックス

３Ｒ運動や新エネルギーの活用を積極的に推進。
豊富地区では、生活排水や生ごみを衛生堆肥に加工して販売するなど、

循環型社会の実現に向けた取り組みがすすんでいます。

「自分たちのまちは自分たちで守る」を合言葉に、地域力を高め、
災害や犯罪に強い、安全安心な地域づくりをすすめています。

衛生堆肥「とよとみクリーン」

　
交
通
安
全
と
防
犯
対
策
に
つ
い
て
は
、駐
在

所
を「
地
域
安
全
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
」と
し
、地
域

防
犯
活
動
の
拠
点
と
し
て
活
用
し
て
い
き
ま

す
。ま
た
、小
学
生
の
下
校
時
間
に
合
わ
せ
た

「
青
色
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
」の
実
施
、地
域
の
子

ど
も
達
を
守
る「
子
ど
も
守
り
隊
」の
活
躍
な

ど
、市
民
相
互
の
連
携
に
よ
る
安
全
安
心
な
地

域
づ
く
り
が
す
す
ん
で
い
ま
す
。

交通安全街頭指導

地域と連携して実施される防災訓練 地域の安全を守る消防団

地域ボランティア「子ども守り隊」
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妊
娠
・
出
産
・
子
育
て
に
わ
た
り
切
れ

目
の
な
い
支
援
を
整
備
し
、
母
親
ら
が
安

心
し
て
楽
し
く
子
育
て
が
で
き
る
よ
う
サ

ポ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。

　
働
き
な
が
ら
の
子
育
て
を
応
援
す
る
た
め

に
、市
内
に
あ
る
公
立
保
育
園
６
園
と
私
立
保

育
園
1
園
、加
え
て
認
定
こ
ど
も
園
2
園
を
中

心
に
、延
長
保
育
、一
時
預
か
り
な
ど
を
実
施
。

増
加
傾
向
に
あ
る
未
満
児
保
育
に
も
、定
員
の

増
加
や
一
時
預
か
り
を
担
う
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ

ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
の
活
用
な
ど
対
応
策
を
講
じ

て
い
ま
す
。

　
一
方
、高
齢
者
に
は
、い
つ
ま
で
も
気
力
体
力

が
充
実
し
た
元
気
な
姿
で
い
て
い
た
だ
け
る
よ

う
、自
治
会
と
の
連
携
の
も
と
、多
様
な
公
民

館
活
動
を
推
奨
し
て
い
ま
す
。ま
た
、自
分
で

歩
い
て
行
け
る
身
近
な
場
所
で
の
サ
ロ
ン
づ
く

り
も
す
す
め
て
お
り
、コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
一
員
と

し
て
他
者
と
交
流
を
持
ち
な
が
ら
自
分
ら
し

く
生
き
ら
れ
る
よ
う
支
援
し
て
い
き
ま
す
。

　
さ
ら
に
、学
習
会
の
開
催
な
ど
を
通
し
て
、

障
が
い
者
へ
の
理
解
を
深
め
る
と

と
も
に
、相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
の

開
設
や
発
達
障
が
い
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
の
教
育
機
関
へ
の
派
遣

な
ど
、相
談
体
制
も
強
化
し
、誰
も

が
暮
ら
し
や
す
い
環
境
づ
く
り
に
努

め
て
い
ま
す
。

生きがいと安らぎの福祉 やすらぎの
拠点づくり

健やかな暮らしの実現 やすらぎの
拠点づくり

 
県
内
唯
一
の
先
端
医
療
機
関
で
あ
る
山
梨
大

学
医
学
部
附
属
病
院
を
中
心
に
、市
内
に
は
内

科
、外
科
、小
児
科
、耳
鼻
科
、眼
科
、精
神
科
、

歯
科
な
ど
多
く
の
ク
リ
ニ
ッ
ク
が
開
業
し
て
お

り
、安
心
し
て
か
か
り
つ
け
医
を
も
つ
こ
と
が

で
き
ま
す
。ま
た
、早
く
か
ら
疾
病
予
防
や
健

康
づ
く
り
に
取
り
組
み
や
す
い
環
境
で
す
。

　
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
構
築
に
よ
り
、

医
療
と
介
護
の
連
携
を
推
進
し
、安
心
し
て
在

宅
介
護
・
療
養
が
で
き
る
環
境
整
備
に
も
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

安心と信頼の医療体制 やすらぎの
拠点づくり

赤ちゃん抱っこ体験

親子教室での読み聞かせ 安心して子育てができる環境を提供しています

山梨大学医学部附属病院の新病棟 料理教室みんなで集い交流を持つことが元気の源に

できあがった料理の
レシピも配られます

健康体操サークルで楽しく無理なく運動 玉穂保育園のお絵描きの時間「じょうずに描けたかな？」

ヘルシー栄養教室

年齢、性別、障がいの有無にかかわらず、
すべての市民が住み慣れたこの地域で安心して生き生き暮らしつづけるよう、

地域とも連携を取りながら環境づくりをすすめています。

子どもの笑顔がいっぱいな中央市。
年齢をかさねても幸せな中央市をめざします。

山梨大学医学部附属病院を中心に、多くの医療機関が存在する中央市。
医療機関とも連携しながら、疾病予防や健康づくりに取り組むなど、

市民の健康的な生活を支援しています。

　
市
で
は
中
学
三
年
生
を
対
象
に「
思
春
期

ふ
れ
あ
い
教
室
〜
赤
ち
ゃ
ん
抱
っ
こ
体
験
」

を
実
施
し
て
い
ま
す
。命
の
大
切
さ
、育
児

の
大
変
さ
を
実
感
し
、親
へ
の
感
謝
の
気
持

ち
を
養
う
機
会
と
な
っ
て
い
ま
す
。

 

　
各
種
健
康
診
断
や
保
健
指
導
、健
康
教
室

を
開
催
し
、「
健
康
長
寿
」を
め
ざ
し
た
健
康

づ
く
り
事
業
を
推
進
し
て
い
ま
す
。
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・
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子
育
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母
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安
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し
て
楽
し
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育
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で
き
る
よ
う
サ

ポ
ー
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し
て
い
ま
す
。

　
働
き
な
が
ら
の
子
育
て
を
応
援
す
る
た
め

に
、市
内
に
あ
る
公
立
保
育
園
６
園
と
私
立
保

育
園
1
園
、加
え
て
認
定
こ
ど
も
園
2
園
を
中

心
に
、延
長
保
育
、一
時
預
か
り
な
ど
を
実
施
。

増
加
傾
向
に
あ
る
未
満
児
保
育
に
も
、定
員
の

増
加
や
一
時
預
か
り
を
担
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フ
ァ
ミ
リ
ー
サ

ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
の
活
用
な
ど
対
応
策
を
講
じ
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い
ま
す
。

　
一
方
、高
齢
者
に
は
、い
つ
ま
で
も
気
力
体
力

が
充
実
し
た
元
気
な
姿
で
い
て
い
た
だ
け
る
よ

う
、自
治
会
と
の
連
携
の
も
と
、多
様
な
公
民

館
活
動
を
推
奨
し
て
い
ま
す
。ま
た
、自
分
で

歩
い
て
行
け
る
身
近
な
場
所
で
の
サ
ロ
ン
づ
く

り
も
す
す
め
て
お
り
、コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
一
員
と

し
て
他
者
と
交
流
を
持
ち
な
が
ら
自
分
ら
し

く
生
き
ら
れ
る
よ
う
支
援
し
て
い
き
ま
す
。

　
さ
ら
に
、学
習
会
の
開
催
な
ど
を
通
し
て
、

障
が
い
者
へ
の
理
解
を
深
め
る
と

と
も
に
、相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
の

開
設
や
発
達
障
が
い
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
の
教
育
機
関
へ
の
派
遣

な
ど
、相
談
体
制
も
強
化
し
、誰
も

が
暮
ら
し
や
す
い
環
境
づ
く
り
に
努

め
て
い
ま
す
。

生きがいと安らぎの福祉 やすらぎの
拠点づくり

健やかな暮らしの実現 やすらぎの
拠点づくり
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内
唯
一
の
先
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医
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機
関
で
あ
る
山
梨
大

学
医
学
部
附
属
病
院
を
中
心
に
、市
内
に
は
内
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、外
科
、小
児
科
、耳
鼻
科
、眼
科
、精
神
科
、
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な
ど
多
く
の
ク
リ
ニ
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ク
が
開
業
し
て
お

り
、安
心
し
て
か
か
り
つ
け
医
を
も
つ
こ
と
が

で
き
ま
す
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た
、早
く
か
ら
疾
病
予
防
や
健

康
づ
く
り
に
取
り
組
み
や
す
い
環
境
で
す
。

　
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
構
築
に
よ
り
、

医
療
と
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護
の
連
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を
推
進
し
、安
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し
て
在

宅
介
護
・
療
養
が
で
き
る
環
境
整
備
に
も
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

安心と信頼の医療体制 やすらぎの
拠点づくり

赤ちゃん抱っこ体験

親子教室での読み聞かせ 安心して子育てができる環境を提供しています

山梨大学医学部附属病院の新病棟 料理教室みんなで集い交流を持つことが元気の源に

できあがった料理の
レシピも配られます

健康体操サークルで楽しく無理なく運動 玉穂保育園のお絵描きの時間「じょうずに描けたかな？」

ヘルシー栄養教室

年齢、性別、障がいの有無にかかわらず、
すべての市民が住み慣れたこの地域で安心して生き生き暮らしつづけるよう、

地域とも連携を取りながら環境づくりをすすめています。

子どもの笑顔がいっぱいな中央市。
年齢をかさねても幸せな中央市をめざします。

山梨大学医学部附属病院を中心に、多くの医療機関が存在する中央市。
医療機関とも連携しながら、疾病予防や健康づくりに取り組むなど、

市民の健康的な生活を支援しています。

　
市
で
は
中
学
三
年
生
を
対
象
に「
思
春
期

ふ
れ
あ
い
教
室
〜
赤
ち
ゃ
ん
抱
っ
こ
体
験
」

を
実
施
し
て
い
ま
す
。命
の
大
切
さ
、育
児

の
大
変
さ
を
実
感
し
、親
へ
の
感
謝
の
気
持

ち
を
養
う
機
会
と
な
っ
て
い
ま
す
。

 
　
各
種
健
康
診
断
や
保
健
指
導
、健
康
教
室

を
開
催
し
、「
健
康
長
寿
」を
め
ざ
し
た
健
康

づ
く
り
事
業
を
推
進
し
て
い
ま
す
。
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市
内
に
は
、小
学
校
6
校
と
中
学
校
2
校
が

あ
り
、落
ち
着
い
た
環
境
の
も
と
、バ
ラ
ン
ス
の

取
れ
た
教
育
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。市
で
は
、独

自
に
採
用
し
た
教
員
、特
別
支
援
教
員
を
各
校

に
配
置
し
き
め
細
や
か
な
教
育
に
取
り
組
む

と
と
も
に
、外
国
籍
児
童
・
生
徒
の
た
め
の
通

訳
派
遣
や
学
習
支
援
も
行
っ
て
い
ま
す
。

 

平
成
23
年
に
全
小
中
学
校
共
通
の
取
り
組
み

と
し
て
始
ま
っ
た「
子
ど
も
が
作
る
中
央
市
弁

当
の
日
」は
、今
や
恒
例
行
事
と
な
り
ま
し
た
。

お
弁
当
作
り
を
通
し
て
の
ふ
れ
あ
い
が
、良
好

な
親
子
関
係
を
も
た
ら
す
と
と
も
に
、家
庭
と

学
校
の
連
携
も
強
ま
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、保
存
会
の
方
々
か
ら
直
々
に
指
導
を

受
け
る「
粘
土
節
」の
授
業（
田
富
小
学
校
）を

は
じ
め
、地
域
の
特
性
を
活
か
し
た
特
色
あ
る

授
業
も
活
発
に
行
っ
て
い
ま
す
。

　
一
方
、中
学
校
で
は
、そ
れ
ぞ
れ
の
強
み
を
生

か
し
た
部
活
動
が
活
発
に
行
わ
れ
て
お
り
、関

東
大
会
や
全
国
大
会
出
場
と
い
っ
た
顕
著
な
活

躍
も
見
ら
れ
て
い
ま
す
。

まごころをはぐくむ教育 やすらぎの
拠点づくり

　
図
書
館
と

の
連
携
に
よ

る
本
好
き
な
子

を
育
て
る
取
り

組
み
や
、
民
間

企
業
や
N
P
O

法
人
、県
内
各
大

学
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
学
生
な
ど
と
の

協
働
に
よ
る
「
放

課
後
子
ど
も
教

室
」を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
成
人
教
育
と
し
て
は
、生
涯
学
習
プ
ロ
グ
ラ

ム
の
一
層
の
充
実
を
図
る
と
と
も
に
、高
齢
者

学
習
に
特
化
し
た「
ま
ご
こ
ろ
学
園
」で
も
、高

い
レ
ベ
ル
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
実
施
し
、地
域

の
文
化
創
造
の
拠
点
づ
く
り
を
す
す
め
て
い
ま

す
。専
門
的
な
知
識
を
持
つ
市
民
が
講
師
を
担

当
す
る
な
ど
、新
た
な
生
き
が
い
の
創
出
に
も

つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。ま
た
、市
内
の
文
化
財
を

巡
る「
ふ
る
さ
と
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
」や「
歴
史
文

化
講
座
」の
開
催
、小
学
校
の
地
域
学
習
や
高

齢
者
の
学
習
会
を
通
し
て
、郷
土
へ
の
理
解
を

深
め
郷
土
愛
を
育
む
活
動
に
も
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

　
健
康
増
進
を
目
的
と
し
た
ス
ポ
ー
ツ
活
動

も
盛
ん
で
す
。市
で
は
、誰
も
が
ス
ポ
ー
ツ
に
親

し
め
る
よ
う
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
を
推
進
す
る
と

と
も
に
、施
設
の
整
備
に
も
努
め
て
い
ま
す
。

あらゆる世代への学びの提供 やすらぎの
拠点づくり

明日を担う商工業の振興 活力と交流の
拠点づくり

　
圏
央
道
お
よ
び
北
関
東
道
路
の
開
通
に
よ
り

北
関
東
方
面
へ
の
ア
ク
セ
ス
が
飛
躍
的
に
向
上

し
た
こ
と
か
ら
、本
市
の
評
価
も
高
ま
っ
て
い
ま

す
。現
在
、市
内
に
あ
る
３
つ
の
工
業
団
地
に
は

大
手
優
良
企
業
が
並
び
、空
き
地
は
ほ
と
ん
ど

あ
り
ま
せ
ん
が
、経
営
方
針
の
転
換
や
撤
退
な

ど
あ
ら
ゆ
る
状
況
に
機
敏
に
対
応
で
き
る
よ

う
、今
後
も
優
良
企
業
の
誘
致
を
続
け
、雇
用
の

安
定
に
努
め
ま
す
。

　
ま
た
、山
梨
大
学
と
の
包
括
的
連
携
協
定
に

加
え
、本
市
に
あ
る
多
様
な
業
種
の
企
業
群
と

山
梨
大
学
が
参
加
す
る
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
を
設

立
す
る
な
ど
、産
学
官
の
連
携
強
化
を
推
進
す

る
と
と
も
に
、製
品
開
発
や
特
許
を
有
効
活
用

し
、産
業
振
興
を
図
り
ま
す
。

　
一
方
、商
業
に
つ
い
て
は
、商
工
会
を
中
心
に

活
動
を
し
て
い
ま
す
。青
年
部
が
推
進
す
る
活

性
化
策「
中
央
市
ま
ち
づ
く
り
ト
マ
ト
計
画
」か

ら
、看
板
メ
ニ
ュ
ー「
青
春
の
ト
マ
ト
焼
そ
ば
」が

生
ま
れ
、市
の
新
た
な
名
物
と
し
て
定
着
し
て

い
ま
す
。ま
た
、大
型
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
と

既
存
商
店
街
と

の
共
存
を
図
る

べ
く
、大
型
店
へ

の
来
客
を
地
域

の
商
店
へ
誘
導

す
る
方
策
に
つ

い
て
も
検
討
し

て
い
ま
す
。

田富中学校合唱部 伝統工芸にふれる体験学習

玉穂中学校剣道部

株式会社はくばく

ニプロ医療電子システムズ株式会社

山梨ビジネスパーク 高部工業用地

国母工業団地 小学校入学時に絵本をプレゼントする「新入生ブックプレゼント」

図書館イベントの読み聞かせに
真剣なまなざしで耳をかたむける子ども達

教育の基本として「まごころ」を掲げ、生きる力をはぐくむ教育、
命を大切にする教育、信頼しあう教育を推進しています。

インフラ整備が進むなか、首都圏及び北関東へのアクセスの良さが飛躍的に向上した工業団地。
進出企業はじめ、山梨大学や商工会とも連携しながら、産業振興に取り組みます。

あらゆる世代の「学ぶ意欲」に応えるべく、関係機関やボランティアとも協働しながら、
ライフステージに応じた多彩なプログラムや、レベルの高いカリキュラムを提供しています。

中央市が誇るB級グルメ「青春のトマト焼そば」
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市
内
に
は
、小
学
校
6
校
と
中
学
校
2
校
が

あ
り
、落
ち
着
い
た
環
境
の
も
と
、バ
ラ
ン
ス
の

取
れ
た
教
育
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。市
で
は
、独

自
に
採
用
し
た
教
員
、特
別
支
援
教
員
を
各
校

に
配
置
し
き
め
細
や
か
な
教
育
に
取
り
組
む

と
と
も
に
、外
国
籍
児
童
・
生
徒
の
た
め
の
通

訳
派
遣
や
学
習
支
援
も
行
っ
て
い
ま
す
。
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23
年
に
全
小
中
学
校
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通
の
取
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組
み

と
し
て
始
ま
っ
た「
子
ど
も
が
作
る
中
央
市
弁

当
の
日
」は
、今
や
恒
例
行
事
と
な
り
ま
し
た
。

お
弁
当
作
り
を
通
し
て
の
ふ
れ
あ
い
が
、良
好

な
親
子
関
係
を
も
た
ら
す
と
と
も
に
、家
庭
と

学
校
の
連
携
も
強
ま
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
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直
々
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け
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節
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授
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田
富
小
学
校
）を

は
じ
め
、地
域
の
特
性
を
活
か
し
た
特
色
あ
る

授
業
も
活
発
に
行
っ
て
い
ま
す
。
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ぞ
れ
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強
み
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生

か
し
た
部
活
動
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わ
れ
て
お
り
、関

東
大
会
や
全
国
大
会
出
場
と
い
っ
た
顕
著
な
活

躍
も
見
ら
れ
て
い
ま
す
。

まごころをはぐくむ教育 やすらぎの
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図
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携
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よ
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企
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や
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P
O

法
人
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内
各
大

学
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
学
生
な
ど
と
の

協
働
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よ
る
「
放

課
後
子
ど
も
教

室
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実
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し
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。
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特
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ま
ご
こ
ろ
学
園
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も
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い
レ
ベ
ル
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
実
施
し
、地
域

の
文
化
創
造
の
拠
点
づ
く
り
を
す
す
め
て
い
ま

す
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門
的
な
知
識
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つ
市
民
が
講
師
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担

当
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る
な
ど
、新
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な
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の
創
出
に
も

つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。ま
た
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の
文
化
財
を

巡
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ふ
る
さ
と
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
」や「
歴
史
文

化
講
座
」の
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催
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学
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地
域
学
習
や
高
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郷
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育
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。
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よ
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。
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図
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ニ
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て
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　気
候
、地
形
、流
通
面
な
ど
で
恵
ま
れ
た
条

件
下
に
あ
る
中
央
市
は
、地
域
ご
と
に
特
色
の

あ
る
農
業
が
お
こ
な
わ
れ
て
お
り
、美
し
い
農

村
景
観
も
維
持
さ
れ
て
い
ま
す
。し
か
し
な
が

ら
、農
業
従
事
者
の
高
齢
化
は
確
実
に
進
行

し
、耕
作
放
棄
地
も
増
加
し
て
い
ま
す
。こ
う

し
た
状
況
に
歯
止
め
を
か
け
る
た
め
、市
で

は
、各
種
助
成
に
加
え
、担
い
手
の
育
成
や
、農

産
物
の
ブ
ラ
ン
ド
化
、販
路
拡
大
な
ど
に
取
り

組
み
、「
都
市
近
郊
型
農
業
」と
し
て
の
産
地
の

強
化
を
図
っ
て
い
ま
す
。ま
た
、農
地
拡
大
に
意

欲
の
あ
る
農
家
や
農
業
法
人
へ
の
農
地
の
集
約

を
す
す
め
、効
率
的
な
農
業
経
営
が
で
き
る
よ

う
支
援
し
、一
般
財
団
法
人
中
央
市
農
業
振
興

公
社
と
連
携
し
、
収
穫
体
験
農
園
や
教
育

フ
ァ
ー
ム
も
実
施
し
て
い
ま
す
。

　市
内
に
あ
る
２
つ
の
農
産
物
直
売
施
設
は
、

市
内
外
か
ら
多
く
の
来
客
が
あ
り
、農
家
の
経

営
を
支
え
て
い
ま
す
。市
で
は
、今
後
も
こ
う

し
た
施
設
へ
の
支
援
を
続
け
、地
産
地
消
も
推

奨
し
て
い
き
ま
す
。

平成21年度全国直売所甲子園にて優勝した「道の駅とよとみ」は重要な観光拠点でもある

付加価値をつけた農産物のブランド化に
成功したお米「富穂」

教育ファームの田植え体験「た・から」農産物直売所では生産者の名前がわかるように
ディスプレイしている

　市
で
は
、集
客
力
の
あ
る「
道
の
駅
と
よ
と

み
」を
重
要
な
観
光
拠
点
と
位
置
づ
け
、魅
力

あ
る
特
産
品
の
発
信
や
開
発
に
取
り
組
み
、季

節
ご
と
に
収
穫
祭
や
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
、交

流
人
口
の
増
加
を
図
っ
て
い
ま
す
。ま
た
、人
気

が
高
ま
っ
て
い
る
体
験
型
の
観
光
資
源
と
し

て
、「
シ
ル
ク
ふ
れ
ん
ど
り
ぃ
」で
、繭
工
芸
、つ

む
ぎ
織
り
、陶
芸
が
楽
し
め
る
体
験
工
房
を
開

催
し
て
い
る
ほ
か
、農
業
振
興
公
社
と
の
連
携

に
よ
り
、ジ
ャ
ガ
イ
モ
や
大
根
の
収
穫
が
で
き

る
体
験
農
園
も
実
施
し
て
い
ま
す
。

　さ
ら
に
、中
央
市
を
よ
り
楽
し
ん
で
い
た
だ

く
た
め
、市
内
の
2
つ
の
農
産
物
直
売
所
や
温

泉
施
設
、史
跡
、登
山
道
な
ど
を
巡
る
観
光

コ
ー
ス
を
設
定
し
、観
光
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
等
で

案
内
す
る
と
と
も
に
、観
光
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
等

を
活
発
に
行
い
、さ
ま
ざ
ま
な
魅
力
を
広
く
発

信
し
て
い
ま
す
。
　

 

新たな視点での
農林業の活性化 活力と交流の

拠点づくり

連携と挑戦の観光振興
活力と交流の
拠点づくり

スイートコ―ン収穫祭では収穫体験が大人気！ 春になると多くの人が訪れる山の神千本桜

環境、立地ともに恵まれた環境にある農業。
市場ニーズに合わせた高付加価値農産物の生産や効率的な農業経営を支援するなど、

「都市近郊型農業」としての産地の強化を図ります。

農業との連携による体験型観光や新たな観光ルートの開発、
イベントの開催、観光キャンペーンなどに取り組み、
交流人口の増加と地域の活性化を図っています。

山の神千本桜登山道にある展望台からの眺望

大根の収穫体験

親子ふれあい農村体験（ジャガイモの収穫）

シルクふれんどりぃのつむぎ織り体験

シルクふれんどりぃでは陶芸や
シルクフラワー制作なども体験できる

広く知られる中央市産トマトの美味しさ
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